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私は⼋⼗になる⼀⼈暮らしです。 
何をするにも⼀⼈でしなければなりません。そのために何か⽤事ができた時は遠くても

⾏かなければならずたいへんです。ちょうど暑い⽇でしたが、ひと⼭越えて⾏く⼤塩という
所までです。 

⼈に頼むわけにも⾏かず、思い切って出かけることにしました。マムシ坂は本当に坂
道で、そこを登っていくのですがスノーシェルターで１K の道のり、それも暑い陽ざかりの
⽇でした。 

前にも通った道でもあるので元気を出して歩きました。急な坂道なので休み休み登
って⾏くのですが、疲れてしまって動けず休みこんでいました。⼀息ついてもなかなか⾜が
進みません。そんな時、⼼の中で「あー、⾞がくればいいなあ」とひとり⾔をついていまし
た。 

 
ちょうどその時、１台⾞が登ってきました。疲れきっていたので頼もうか、助けてもらお

うかと思っていたらその⾞が⽬の前で停まりました。「ああ良かった、お願いします。助けて
ください。」と勇気をもって頼みました。「どこまで⾏くの？」と聞かれましたので「⼤塩まで」
と⾔ったら、その⽅も⼤塩の福祉施設へ⾏くので良かったら乗ってください、と⾔われたの
で本当に助かり涙が出るほどうれしかったです。中俣さんという⼥の⽅でした。初めてお
いきあいしたのに助けてもらって本当にうれしくて感謝いっぱいでした。 

 
⼈間として助けられた親切や⼈に良くして頂いた事は忘れてはならないのです。 
中俣さんありがとうございました。福祉施設で元気に働いてください。 
 
“感謝” 
 

須坂市社会福祉協議会会長


